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　譲養幼虫の中腸皮膜乖1嚇1の機能については，従来実験　　　秋花×銀嶺」誓仙移敬を用い，蟻撚」二り化蝋1曜｛迄のものを

生灘学及び組織生：1狂1ド的のぬ鳳から観て，中腸はその前　　　材料とした。

端から後端に釜るすべての部分が吸収作用を営むとい5　　　　実験方法

こと，円筒細胞は分泌及び1吸収機能をもち，詳lli状細胞は、1∫　　　1［1驚液：　－CAI｛NOY，　BoulN，　Ca加formalin液皇｝賜こ

ら分泌に関与するという説（二二恥説）に傾いている1り助。而　　　用いglyt；ogen共他の烏糖類洲1隣に際し1塾失し欺いよ

して今口で1よ消化管の作用は，主として消化液の分泌諮【1　　　うなるべく低温で岡驚LたD

化及び吸収の作用な鴬むものとせられ，中腸細1泡が栄蕪　　　　切片：一パラフィソで包埋1．，厚さ5～ユ1｝μとし縦断

霞の合成或は蓄ii【！1の機能に字つている点については余り　　　及び横断の切片宿ノ｝iつたが，この研究には縦断切｝1°が一一

癒意が払われていない，然し乍P鐵添については金予1り横　　　般｝圖廼利で漏つた．

岬）「’）B”（・ithlAW・’J，INHI〈Y，　K．　S“）黒沢？）P川’r・OTv，　Aii＞，及　　　多峯唐類の検出法：－G｝yc・呈genの検出にぽ従来主に

びPARD正，Lio）蜘二よりrl1腸細胞鵬glycc⊃genが含孝fされ　　　恥STのcal’1）lille染色法及び沃度染色法等が用いられ

ることを認め，又一1・ISの研究灘よ二をの消長な報じている、、　　たが，近時化学的に最も撒i盤な理1論的嬢磯碧なもつ方法と

…般の昆虫ではWK測ll琶w｛〕RTI11：1）がAs：（les（・＞x　・・…蚊）　　　してSvlrLi“t“試薬が用し・られZ，1ので，本研究ではPAS一

の幼虫につぎその中腸後ミ｝’部に91yce暮en糊illが争い・二　　　LlLL田a）法一及びBAul‘R2！％ご採1），この他にB　t・：　sT，の

とを見繊し，消化吸収の他に，蓄櫨と更に中間代肘1ルゲ　　　c・nrrnine液，沃度染組をも併用し，3く唾液もしくはタカジ

つて大いなる役網を演じているものであろうと述べ中腸　　　アスターゼを用いてglyc（，gα工消化を行いその翼偽及び

の機能に勅Lい意義を附加した。　　　　　　　　　　　　　1、胃罎を石崔認した。核染色に1よD甑AFII‘LDのhematOxylin

　著蓄は先に1：1）1f；）17）「・レ1腸綿織は部位に」：り消化吸収に機　　　を用いた、，操作rli　glycogenの流失を予防すゐ為めに切

能差があることを報じ，又蚕児のrl腸後部の被膜粗織及　　　片1叡脱パラフイソの後9〔｝％alcoholの所で諏ロジオン膜

び消化液は他の部分の夫れに比し，　protease・｛1mylase，及　　　で被覆させた。

びsadcharase等の活膝カミ何れも高いこと17）な見閏し，

又実験生理学曲にこの音ll分の叢要1生を考η、したが，本報　　　　　　　　　　糞験観察結果

告に於て暇にF鵬のtenkif類特｝こglyc°genの舗につ　Gly・・9・・とその伽）辮漿｛との糊U｝・ついては，今

いてPAS又はB・ul・1蒔の方法を採り職化学的に，そ　日i尚，難閲であるがJI3、L・．DssT・…）は動物・おいてgly・・9・n

の蔀・㈱，局所蘭珪臨glyc°genの生成様：鳳蚕の　以外のもので広い分布をikすものは1｛妙数の多糖類に過

糸樋細胞の種類との1男騰について研究し・蚕のi賜　ぎないと述べており，購商がPAS，’B。，1，。，　B，、s。の

の機能噺しく：・腰な纐懐観ること洲脚・ので・舷　・・mi・・及び磁消僻1・で礪糺た糊でも，鞭塾性に

にその結聯報簿する。　　　　　　　　　　　　　　　i現われるもの及び核の退行変憐により現われる場合を除

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いてはPAS陽憐の大部分がglycogenではないかと思

　　　　　　　　材料及び震験方法　　　　　　　　　　われる．尚組織内の91ycogenには結合型と遊離型とがあ

材料供i’＃itZii品　駄…。，【、・・曙，燵，鄭鹸，～～が・鮒る噸鍍の低し’もの購鯉礎んだもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は遊離型になるものであろうといわれている。尚何れの

管信州大学織維学llll振種学研究i蓑　　　　　　　　　　品看41もglycogenの生威状態はその11」全く差異が見られ
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なかつた・　　　　　　　　　　　である．かようにgly・・9・nとm…idが結合又は共存
　1・蚕児の組織器官と多糖類　　　　　　　　　　していると見倣されるものには，頭部及び体皮筋肉，中腸

　中腸組織について記載する前に，一般の組織器官の多　　　皮膜の縦走及び環状筋肉等があり，その時期により異な

糖類特にglycogenについて記せば，先づ遊離型のgly一　　る。この他生殖巣，神経球，絹綜腺細胞，マルピギー氏管

cogenと思われるものは第一に脂肪組織，第二に中腸皮　　　等殆んど凡ての紬胞に，多少共，　i彌漫性叉は穎粒状に存在

膜細胞特にその後部の搬襲部，第三には結腸の前及び後　　　している。之等に就ては既に金子2）やBOGOJAvrLENSKY6）

部の括約筋で異常に多く，特徴がある。又結腸の皮膜細胞　　　も観察しておりその結果と大略同様であるので本報告に

内にも多く見られることがある。mucoid物質（mucin）　　は記載しないことにする。

饗、1凱藁£灘論犠警器　2・ラ鵬系纏織のGI…9・n
　　　、　・　A　　　　　　消化縣のglyc°genを組棚ヒ鞘に観ると大要敵

の9，で隷小形。細胞醐に中腸、嚇綱ヒ

較的多くの多糖類が見られる。

B　　　　　　　　　　　　　　　（2）中腸細胞内には1～4齢迄，特に盛食期から催眠

℃　撒媚晦いが・5齢期は糸冬鰭積砂な喘合が多

C　　　　　　　　　　　　　　（8）中腸後部搬襲部には特にglycogenの蓄積が多く，

前部は最も少く中部は中位である（Fig．1）。

　（4）glycogenは円筒細胞に現われ，盃状細胞及び新

生細胞には現われないか或は微弱である。

Fig・　1　Showing　the　glycogen　deposition　in　the　enteric

　　　　epitheマium　of　1／o〃2のx脚ガL．1arva．

　　　　A．Anteごior　midgut．　B．　middle　midgut．

　　　　G．posterior　midgut．　BIack　spots　show　　　　　　　　’

　　　　　glyCOgen　granU！eS、

F三g2　0rdeごof　glycogen　deposition　and　disappeara＿

　　　nce　in　the　enteゴc　e2ithelium　of」聖o初ろ夕x　mori

portion　shows　91ycogen．

R　regelleratエve　cell　n．　nucleus　Gly．　glycogen　　　　華　　　灘．．、“．t灘　　　‘　’　．　　　　綾　　＝　’

1．no　glycogen　cell　2～3．　shows　the　increase　　　Photo．2．　Posterior　enteric　eplthelium．　Glycogen　are

course　of　glycogen　4～5．　decrease　course　of　　　　　　　　　shown　as　bIack　granules　in　coIumner　cell

glycogen，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wh｛ch　is　inserted　be亡ween　light　goblet　cells．
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　⑤　後腸ではその幽ll部の細I　J内にglycogenがあり，　　した。熟寮から化蝋迄においては1「1い中腸皮膜；f・ll，織は鯛

叉特に結腸の細月【塑にはglycogenの大顯粒がみられる・　　　離／ll在落をはじめその下部に新しい皮膜を再生しはじめて

　（6｝結腸の角［1後の括約筋は特殊オにヲ1珍伏を示し細胞質¢）　　　いるが，その旧い細胞の核のあるものはプζ形で，PAS陽

網状細こ多くのglyCOS｛enが含翻tている。生体の解調　　　性であり，唾液で消化されるものもあるのを見ると，前

観察において結腸の前部の・1舌約都の還動量が藩しく移い　　述の起猛の核のPAS陽性の場合とは多少異なるように

事爽と併せ考えると意義が藻いと思う。　　　　　　　　思われ厩，化蠕期の核の変性については金子の詳細な観

　（7）　中腸の縦走筋及び∫“闘犬筋共1こ多糖類に笥み　sa「co－一　　　禦がある2）o

plaE　m　illgでは絶食rl1にも’i－」1丁也多く残1￥1している」茎合が多　　　　4．紹食から食桑へのGlycogenの変化

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　起i盤3ζは齢中に糸色食し細胞内に妬糖類が窒になつた顎

　（8）1！L糸中の角1蘭lll］に於ては中腸内にはglyc・・genの　　の蚕に食桑させるとglyC。genの発現状態は何うなる

蓄積少く糖類消費の多いことな物語っているようである。　　か？　そのt－－4例を記せば次の通りである⑪

　3．蚕児のi発育と申腸被膜細胞内Glycogen　　　　　第1表絶食から食粟への9．　lycogenの変化

の生成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食薬時間　　rl，i腸r川1号i吸中部

　1靴離からイ跡ド1迄の「隅被脚ll脚ヨ91yc°genの　絶食蚕

マ脹鰯際した舗1はuこの通りである・　　　　　食桑30分
　第1齢から第4齢燧について見るに購化当時の幼虫及　　　　〃　　ユ剛副

び起蚕ではPAS陰性でglycogenは殆ど全く見られない。　　　　〃　　4　〃

尤も起蚕の場合は前齢のものが残留している場合もある（》　　　〃　　10〃

続いて食桑と共に発現して来る〔、21荘1に厭中腸中都及　　　　”　　20’ノ

び前都では細線縁の一1ぐ部に現われ胤、従つて組織金体と　　　　tt　30”

±

士

十

一ト

十

中　腸後部

十

十

十
→ト

しては一列に配騰されるc，中腸後部では多糖類が円筒細　　　材料：皮108ザ起獲な褒ごに25pCで1日間絶食させた場

胞醐融・・蹴た・・蜘・・1…9・・猷小v）1　5il粒　　合；P含S錨坐

として，細胞の上部から底部に向つて全体にヨ蓼包われて来　　　　　　　　　　　十　　〃　中陽性　　　　　　　　　、

る。又幼齢では個体にょり1茗縦iの円筒細胞に女：け1懇撫1勺　　　　　　　十　”強陽歴k－11穎粒あり

に現われている∫胎もある。融含の嚇醐には看茜多．く　1構鰹に食細一れば1時閲位で多・糖蜘ミ現われはじ

の媚購。、1y、。、，nが、11搬都畷わt、疎る。　FI’1　め4酬脚1かと螺゜醐には馳増加する・そ礎

音勲・次ぎ前部蹴・・…中か励・な・齢簾1羅灘1鍵難講竣撹難膝
近づくと糊盤体がPAS　l験」1蟹穎粒状のgly・・9・n　l壌　

る。

少となるもの収皆鰍なるものが踊・叉踊もので　5．食桑から絶食へのGly・・9・吻変化

剛1腸後部の円筒細胞の核を「11心とする紛がそ吐音　　4齢1瞭餓、1欄幡で、1，、。9。助識繊勤1し

から下方縄をひい嬢たまじやくしク’物ようにPAS @瀕の欄を採り，之鱒食させ絶食一鷲間毎燗窟
醗のものがみられる・このPAS［嚇i生のもの醐胞勲　しておいて伽片で鰹し嬬果の一例を示せ骸の通

のか噸なのかはつきbしないカミ輿のglyC°genで臆　 りである。

く核質変性によつて生じた物質のようで，やがて退行す　　　第2表食桑より絶食へのglycogenの変化

腱蚕で譲のある紛の細胞の±’JI－°こなら越職吝il・対・1照一蚕

PAS陽1i生で下方のものは全部D・hemat〔，xy1鳳可染の芳　　　　　　（無絶食）

い細胞であつたという例が∫置られた．すなわちPAS陽　　4　時1田

性の撚輔腿御購すべきものと叡られ硝5　ユ9【時間
噸にあつては・A・贈・ヒ較欄i燃で脚　ll隠隔
生成が少ない然しglucoseやstarchを経口的に増給し　　　　＿　　　　　一

る齢の雛にみられる囎で読と思われる・特に4 @絶飾1。一・｝嚇部及・剛・t－i腸後部

十

十

十

士～十

±

十～帯

十～欄・

－li一

＋～十

十

た繍・帥腸後鰍び㈱・嘲・卿・・y・…n欄 ﾛ脇、4齢4日目．……，1醗騨少。

願粒が見られた。之については後の報告にゆずることに　　　　　一tl－…中陽性　中穎粒あり　惜……大中穎粒あり
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　」懐によれば・蝋ll1に蓄慣されたgly・・9・・は何燈　暢｝糊1〃寸に棚．され制、・：・と考えら拒1，，，　W，・1・、・，1‘・、w．

して4時間髄は対1照の劃！と変りがない脚1酬胴に　・，・T・1…が長く絶飼漁1　文繭姻の幼虫・で観ノ。脈は

は食桑片が腸内に鱗父残つている時でも，もはや1戒狙　　れば，脂鵬1職読立つて朝易にgly・。脚の舗～1が初

はじめる。而して15～30特闇になると順次減少していく　　　：｝・／　・）たと進べて1，・る，，

のが見られる・剛暢1；臓・）筋肉a・11各・・1・f禰煙化を　　IIIII湯被膜　職の9’1y・c・9・・伽膿f　〃）Ji、，鱗について

示すが残摺しているものが妬い、，　　　　　　　　　　　　は，瞥通食粟の賜命，中腸全：俸として多少共鍔1ycoge11蓄

　6．申腸被膜細胞内Glycogenの生成状態　　　　積能力が見削しるがll・予に1／1腸後部碑1蝉i部にglycogenが

　絶食により空になつた中腸円箇細胞の細胞質は，食譲　　　藩しく｛eいことは∫晦異歳・」肖‘でこのことは，別のgluc‘｝y’e

短時間にして，先づ全体とLて醐漫恒の淡紅髄，な力穀、，　　　添食の望験で・層川かに歳つた・ql日・r渦漸配の而1く：中

続いて円簡細胞の細恭泉縁の下部に赤解1窺網勿を認めるこ　腸後：輪糟1’の先a）醗樹’剛の廟り瀞ノ瑚堀1・）で・UiAか

とができ’る。更に；進むと細胞の．－1陪llに郷i粒を｛1一ずるよ　　　なよう｝こ’重憲な消1ヒ酵譲は何れもこσγ部に活性il「“iく，1又

うになるが此の時鰍，核び瑚辺にも小身酬：が現われる，、　構　購膿び華田胞の脚購力・iM・し回，誠は菖1yC。genase

続いて核の下部にも全体がlri；’く叉大小の鼎・1‘が充組て　瀞いqtlr昧撒）等か脇Lても識だに洲ヒ液曙｝

来る。顯粒は輪蘭1が納F朔瞭なi曙1状又は柏円形で荊II胞質　　　泌，液溜吻，磯の吸Jl賄謝愉題》吟ているのみでなく，双平

の網目，すなわち細胞の縦軸に平行して存在Lて現われ　　　」蟹りは「91uc（）se及びsaccha「Qseに対し・」ぐは幼虫の吸収

mit。・h・・d・i・の形煙己蹴1りと似ている蔦雌1湖Lる・　1繍」作」丁沙聴がた礁物1・に之阪備蜘贈続姉、1遡

尚繕1ycogenが消失する過稻iな見～llに顯粒1よその・郡が　　　収1［1：も殆ど之とユ・［；例して増加す濱1と；i叢べて1、畷，が，木

蝕ぱまれたよう睨えるものが；ii）　e），叉全体とし一砂く　研究によれば，少くと4沖腸の後部に於ごは5｛ly・。gen

漏が細包の膜のlil尊辺に9！y・。genが残る侮1向力鴇福　　の献・辮貞・州購の作J－1，ilがfi・a，れてお幅1，1鼎櫛の場

（Fig．　2）尚黒沢7）は中腸毎判納にもglyc・・genが発覗す　所とオ酬皇1め・○醸な役割を！llしてい姻、のと仙｝理れ

ゐといつており血r2）はglyα》gen　e）形で細胞から吸収　　　　る）之に関遮i曽ぐWl‘ヨGLI州、・‘，RT甚1111）は〆1こ’tt‘tS（シ・マ蚊11

するものもあるとfl己しているが，之は蕗分固箆の際依細　　　の幼⊥1乳での研究において，・三父WAT鰍Hou繍，1），　ll・and

胞が急に圧迫されて内得！吻と共に管腔内に押出されたも　　　DA、・，　M、　F鋤も昆虫のglycosten合成1潮ll肪細撫のみ・費

ので入為産物であろうo薯囑の暢合はあま1）このよ5；な　　　欺く中腸細胞内lt．於一k’　’4fiわれており，　vまり1中腸費

現激は見られなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　はll　ilr・動物の肝臓において並として賓われている所の1い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闇代1謝の役附を1枝Lているのではないかと思う」と達べ

　　　　　　　　　労　察　　　　　ているが，懸鯛舘も岡撫㈱が編。川よな、、

　家蚕の消化管被膜細織におけるglycogen蓄積にっい　　　かと想われる。

ては・金子2）は各器官における詳細な研究の中に1，己述し，　　　養の発育に伴う中腸被膜細胞内9・lycog，　en蓄積ま：の変

32t　Bot’loJAwr，1，：NsJcyfi）は絶・食蚕につきglycogenは先づ腸　　　化にく）いては，金体として第1齢より第4齢眠期迄齢を

肪細胞に規われ，次に中腸及びその他の器睡こ現れ，而し　　　追ってglyc〔｝genが多くなるD3ζ餐齢の齢中；変化1；仁，卿化

’て糖は暢で吸収され，最標・脂脚聰で餓されると　直後及び起蚕畷も少なも齢の初鮒糊も梢少制i賄

炉つているo即ちこの被膜組織は脂肪細胞に次いで蓄械　　　期頃に著しく多くなるn之は恐らく，脂肪組睾1髭内のq．vlyc－一

の多いことが判る。F朔射剛勉内91ycogenの合成につい　　　ogenと関連して眠（絶食）中のコ：ネノい1ノー源として又

ては・・1腸腔内の91・c・seをよ・i腸糊包に吸収され，又　新外皮のキチン形成等に4、役立つものと1！ご一・1嚇勺に婆

saccharoseは大部分中腸細胞に吸収されendo－enzyme　　く薯積さオ七るものでglycogen合成能と眠3Mモγとが

のsaccha「aseによりglucoseに転化されて，一一部はir［t　　関係しているものと思われる。然し乍ら第5齢期に入ゼ，

糖となり一部はその京ま組織内でglycogen合成酵紮の　　　と食桑期のglycogen蓄磧は少く叉熟璽時も　Jl…iliが少

作用によつてgly・・9・・に合成さオLるに＊腱ない。ただ　い。之｝こついて金ヂ）はB・・”K，　tr　ti）…rnin・1〔ζLで剛霧…の

中腸細胞と脂肪組織との何れに先にglycogenがfi…られる　　　ことを認め，伊縢Ul）は4齢以後について，1化学的うl　l1二

かについては・w者の観る所では，食桑1時間1πで・隈1細　により醗肋・ら4111磁は急遡こ増加一t・z，が，眠；訊ると

胞内にすでに脂肪細胞よりも租多く多糖類が現わオして来　　　激減し，5齢には無い値犠ご：狽たと述べ，・iヒ松1h）輔i溺

る点をみると鼠の多少は別としvc’1鋤綱臆りも先に　ill職と閑連し碇・れ5｛弩倒礁婦1り難し、t、いといっ
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ているが，著者の場合も正常食桑の場合はFド腸被膜紬胞　　　Glycogenのヲ1娑伏，酉己鷹等から推してrnitochondriaとの

内蓄積が少燈であるが，糖類添食の場合には5齢に於て　　　閥に密接の関係があるように思われる。

も多羅のglycogenの蓄積が見られることから，　glycogen　　　　5．起昼の細胞質にはglycogenは殆どii忍められない

の生成能力がないのではなく，5齢では絹糸物質生成の　　　が細胞の上都に位する核のrDにはPAS陽性を示すもの

ためにヲ奨、常の二」ネルギーを要するし，血液又は各組織の　　　があり之は退行期の変性した核ではないかと思われる。

glucoseの需要燈が腸からの供絵鑓よりも多いため1・C　t，i．1　　上族期の剥離細胞の核には91ycogenを含むものがある。

腸細胞内レご鵠積するに至らないのではないかと思われ　　　　6、絶食蚕に食桑させると1～2暗間で多糖漿1の反応

る。之は重要にして興昧ある問題であるので翼に研究を　　　が現われ，4時間で91ycogen卿i粒が増加し10時閥でに

進めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可也多くなるQ又蓄積された91ycogenは停食後5～10

　中腸被膜細胞はその円筒細胞の細胞質内のみに9］yC一　　時間国で械少をはじめ3〔｝時閥では可也少くなる。

．ogenを蓄縫するもので蕊働では核はPAS反応がない。　　　7．bJ，上の嚢実から蟹の中腸1＊Mli肪細II包に次いでgly一

然し脱皮期の細胞の核でしばしばPAS陽性のものが見　　　cogenの蓄積能力が強いこと，又この蓄職は中腸の後部

られる。金子2）は上簾期のll雌細胞においてBI，］sTの　　　に顕薯で，中腸の作用に機能の局所麗が見らオt，この都

carmine可染のものを認め・三とを核の退行に伴5糖匡亜　力鞭の糖類の中間代1誇士につ瀬要な役割細寅じているも

質の変性と呼んでいるが辮者もこの錦廻をも確認したQ　　　のであることがわかる。

rkiして舗拠蚕にlilτわれ翻のについての己1【如紘い　　本研究鮒うをこあたつては東大腿輔有賀輪妥，イ献

が・鵜はこの」胎のものは；C・のgly・・9・・で照・く核　紀繍騨・締蝋授及八糧授より終始懇瞬棚鱒と，

の退化に伴捌の影糖肇暖ではないかと膨・　　　　笑験止沸大の御1蝋1を城らオLた。又撒剛款糊窮孟

Gly・・9・・の舷・分膿拠当つて購i聰内に超i然薦繍　氏及び欄1鰍戦｝一際光氏の助力に倹噺が鋤・つた。

が存在することが裁られ・之が角蝋㈱をなしている　蜘こ併せて灘撚蹴翻誓好る次第である。

ものと思、う。この場含の中心器官をよ，諸磁の醒i氣形成に．

与るmitochondriaと考えるのが妥鍋であろう⑪之につ　　　　　　　　　　　　交　　　　献

いて辻璽14盤にmit°ch°ndriaと靴遡分泌購こ　・。畷英、搬灘，，6（1Φ457～474（・9・5）

思うの硬に錦したいと考えている（Fig・2）・　　　　　A。。，．22（2），（、9，・35）

　　　　　　　　　要　　　　　　　　結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．　チ温沢　　 …？Tf）…力裂…：　日蚕誌．，6（1），　68～69　（1935）

　著蕾はPAS，　BAuER及びBEsTrのcarmine等の方法　　　8．蒲生俊興：上田蚕聯紫術報告，2（D・1～67（1936）

で家蚕幼虫消化器系の多糖類特にg】ycogenの生成。消　　　9．　P．tlr，r，oT，　A．：Ann．　Epiphyt．　Phyヒogen、，5，339

長等を観察し．消化官の機能について次の薯実を認めた。　　　　　　　　　　～86（1939）

　1．蚕の消化器系では91ycogenは食道，中腸及び後　　　1（［．　PARDI，　L＿：Redia，25，87～288（1939）

腸の皮膜細胞内に多く発現する。又FI；｝腸附属の縦走及び　　　11．松村　學美：日蚕誌・」3（4），ユ68～17‘L（1942）

環状簸や結腸の前後の括約筋に多璽に蓄横されている。　　12．WIGG　r，Es　svoRTH，　V．　B．：J．Exp．　Bi。1．，19（1），56～77

　2．Glycogenは申腸衡部微襲部に最も多く蓄積され，　　　　　　　　　　　（1942）

申部之に次ぎ前部には少い。　　　　　　　　　　　　　　13．山口定次郎：蚕糸学雑誌・，14（2）・93～98（1942）

　3，何れの、吊極も第1齢乃2E第4齢の食桑中，特に催　14．辻田光雄・蚕試W・，11（2），211～293（1943）

眠頃に於て常に多い。侭し第5齢期に於てはglycogen　　15．　WloG・LEswom，H，　V．　B．：J。　Exp．1　iol．，26〔2），1「oO～

の蓄積は少いが，その機能が欠けているのではない。　　　　　　　　　　　163（1949）

　4．Gly・。9・・は主に円筒細ll包の細胞質のみ｝こ発現し，　16．山口re次郎・信鮒難報・（4）（1954）

蓄積麟田線縁の下部からはじまり順次細胞の下部級ぶ。　17・－1〃　（5）47～52（1955）
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ユ8．重松　　孟；日蚕関東要旨，（7）（1955）　　　　　　　　（3）The　arnount　of　glycogen　storage　is　much　more

19．伊藤智夫・堀江保宏・田中元三：日蚕関東要旨，（7）　　ln　the　posterior　region　of　the　midgut，　where　existin窪

　　　　　　　　　　　　　　　（1955）　　　　　　　　　　　　　　　　　many　thickened　folds，　than　in　the　middle　and　anter－

20．BAnDWIN，　E：比較生化学入門　　　　　　　　　　　　io「「egion（Fig・1）・

21・WIGGLEg・　woRTH・V・B・：The　Principles　of　Insect　　　（4）The　accumulation　of　the　glycogen　is　mostly

　　　　　　　　　　　　　　Physiology（1953）　　　　　　　　　　　　1i皿ited　to　the　columner　cells　of　the　midgut，　and　at

22．RortDER，K，　D．：1nsect　Physiology　　　　　　　　　　　　first　it　begins　to　appear　jusヒunder　site　of　the　striated

23．LlsoN，L：組織化学及細胞化学，今泉正訳（1953）　　　b【）rder，　next　apPears　in　the　inner　llalf　and　then　outer

　　　　　　　　　　　　　　　　　Summ。ry　　　　　　h・1f。f　the　ce11・（Fig・2）・

1。the　p，e，en，，，。d，、h，。u，h。，　ha，・。。。、・・g。・。d・h，　㈲lt　may　be　th°u・ht，hat　the「l　a「es°m野「elati°11

di，，，ib。ti。n。。d、ccu、。。1。，i。n。f　p。エ，、acch。，id，，　es，－　between　glyc°gen　synthesls　and　mlt°ch°nd「ia　present

。，i。Uy。，　gly、。9，。，・。、he　e。，，，・c　ep・，heli。m。・，h，　in　the　cells・jud・in・by　the　shape　and　dist「ibuヒi°n°f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　glycogen．

silkworm　larva，．L’ombptx　7nori　L．．

、。、his　st。dy、he　p。ly，。ccha，id，，。，　w，11。、　gly，。9，。　（6）R・・cti…f　PAS・i・gene「al・apPea「s　g「adually

」。、he　cel1，　w，re・detect，d　hi，，。ch，mi，。11y　by　mea脚f　・ft・・4h・…f・edi・9・and　the　p「ese「ved　g！yc°gen

PAS（P，，i。dic　acid　S，II、，，）、。d　B。u、、。ノs，eacti。。，ヒ，，．　b・gi・・t・di・apPea・f・・m　5　t・1°h°u「s　afte「fasting・

　　The　results　thus　obtained　are　as　follows・　　　　　　　　　　（7）In　conclusion　it　is　said　that　the　ability　of　glアco

　　（1）The　polysaccharides　are　laid　down，　more　or　　　gen　accumulation　in　the　enteric　epithelium　of　mid総uヒ

less，　in　almost　all　of　the　epithelial　cells　and　muscles　　　　is　fairly　strong　next　to　tllat　c）f　fatty　tissue．　According

surrounding　the　alimentary　tract．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　the　author！8　0bservation　there　is　obviously　a　fu

　　（2）　During　the　lst　to　the　4th　instar　it　is　observed　　　nctional　localization　of　glycogen　storage　in　the　enteric

thaセthe　glyGogen　is　deposited　in　large　t　amount．espe．　　　epithelium　of　midgut．　Furthermo：’e　it　is　presumed　that

cia11y　in　the．工ast　day　of　each　instar．　Although　the　　　the　posterior　epithelium　of　the　midgut　of　silkworm

amount　of　glycogen　storage　is　generally　smaU　in　the　　larva　is　playing　important　roles　of　the　glycogen　sヒorage

5th　instar　it　is　supposed　that　the　ability　of　glycogen　　　and　of　the　intermediary　metabolism　of　carbohydrates．

accu皿ulation　is　not　Iacldng　in　this　instar　according　　　（Faculty　of　Textile　and　Sericulture，　Shinshu　Univer－

to　the　proof　of　other　experiments　of　the　author、　　　　　sity，　Ueda　Japan）


